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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ケースと、
　前記ケースに対して位置が固定される樹脂製のフレームと、
　前記フレームに固定され、外部の端子と接続可能な固定端子と、
　前記固定端子に重ねられる端子を有するヒューズと、
　前記外部の端子、前記固定端子及び前記ヒューズの端子を締結するための締結部材と、
　前記締結部材を保持する保持部材と、を備え、
　前記フレームは、前記保持部材が取付けられる被取付部を備え、
　前記保持部材は、前記被取付部に対して所定のクリアランスの範囲で当該保持部材を移
動可能に係止する係止部を備える、電気接続箱。
【請求項２】
ケースと、
　前記ケースに対して位置が固定される樹脂製のフレームと、
　前記フレームに固定され、外部の端子と接続可能な固定端子と、
　前記固定端子に重ねられる端子を有するヒューズと、
　前記外部の端子、前記固定端子及び前記ヒューズの端子を締結するための締結部材と、
　前記締結部材を保持する保持部材と、を備え、
　前記フレームは、前記保持部材が取付けられる被取付部を備え、
　前記保持部材には、前記ヒューズの外面の少なくとも一部が嵌め入れられる嵌入凹部が
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形成されている、電気接続箱。
【請求項３】
ケースと、
　前記ケースに対して位置が固定される樹脂製のフレームと、
　前記フレームに固定され、外部の端子と接続可能な固定端子と、
　前記固定端子に重ねられる端子を有するヒューズと、
　前記外部の端子、前記固定端子及び前記ヒューズの端子を締結するための締結部材と、
　前記締結部材を保持する保持部材と、を備え、
　前記フレームは、前記保持部材が取付けられる被取付部を備え、
　前記保持部材は、前記締結部材の軸方向と直交する方向から前記締結部材を挿通する挿
通溝部が形成されている、電気接続箱。
【請求項４】
導電路を有し、電子部品が実装される回路基板と、
　前記固定端子を有して前記フレームを貫通する固定バスバーとを備え、
　前記固定バスバーは、前記回路基板の導電路に接続されている請求項１から請求項３の
いずれか一項に記載の電気接続箱。
【請求項５】
前記ヒューズは、一対の端子を備えるとともに、前記一対の端子間に接続されて過電流で
溶断する溶断部と、前記溶断部を覆う外装部とを備え、
　前記外装部には、前記溶断部を視認可能な視認部が形成され、
　前記被取付部は、前記視認部を露出させる視認孔が貫通形成されている請求項１から請
求項４のいずれか一項に記載の電気接続箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に記載された技術は、電気接続箱に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自動車に搭載される電気接続箱内にヒューズを備える構成が知られている。特許
文献１のヒューズホルダーは、ヒューズが収納されるヒューズ収納ケースと、ヒューズ収
納ケースの開口を閉鎖する蓋とからなる。ヒューズの一方のヒューズ端子部とブスバーの
端部とがヒューズ収納ケースの一方の固定部にボルトで締め付けられ、ヒューズの他方の
ヒューズ端子部と電線端末の端子とがヒューズ収納ケースの他方の固定部にボルトで締め
付けられている。また、ヒューズ収納ケースの底壁は、電気接続箱本体にねじ止め固定さ
れることにより、ヒューズホルダーは、電気接続箱内に配置されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－２５５６４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記特許文献１の構成では、電気接続箱にヒューズを固定するために、一対
のヒューズ端子部をヒューズ収納ケースの一対の固定部にボルトで締め付け、更に、ヒュ
ーズ収納ケースを電気接続箱本体にねじ止めする必要があるため、ねじ止めやボルト締め
の作業工数が多くなるという問題がある。
【０００５】
　本明細書に記載された技術は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、ヒ
ューズの取付けのための作業工数を少なくすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　本明細書に記載された電気接続箱は、ケースと、前記ケースに対して位置が固定される
樹脂製のフレームと、前記フレームに固定され、外部の端子と接続可能な固定端子と、前
記固定端子に重ねられる端子を有するヒューズと、前記外部の端子、前記固定端子及び前
記ヒューズの端子を締結するための締結部材と、前記締結部材を保持する保持部材と、を
備え、前記フレームは、前記保持部材が取付けられる被取付部を備え、前記保持部材は、
前記被取付部に対して所定のクリアランスの範囲で当該保持部材を移動可能に係止する係
止部を備える。
【０００７】
　本構成によれば、締結部材を保持する保持部材が被取付部に取付けられ、外部の端子、
固定端子、及びヒューズの端子が締結部材で締結されると、固定端子はフレームに対して
固定されているため、外部の端子及びヒューズの端子の位置をフレームに対して固定する
ことができる。これにより、固定端子と外部の端子とを締結部材で締結する際に、ヒュー
ズの端子をフレームに対して固定することができるため、固定端子を締結する箇所とは異
なる箇所にヒューズを接続した場合におけるヒューズの端子のネジ留め作業を省略するこ
とが可能になる。よって、ヒューズの取付けのための作業工数を少なくすることが可能に
なる。
　また、保持部材が所定のクリアランスの範囲で移動することで、フレームの被取付部に
保持部材の係止部を係止させて保持部材を容易に仮保持させることができるとともに、こ
の仮保持後に締結部材で締結することができるため、締結部材による締結時の作業性を向
上させることが可能になる。
　本明細書に記載された電気接続箱は、ケースと、前記ケースに対して位置が固定される
樹脂製のフレームと、前記フレームに固定され、外部の端子と接続可能な固定端子と、前
記固定端子に重ねられる端子を有するヒューズと、前記外部の端子、前記固定端子及び前
記ヒューズの端子を締結するための締結部材と、前記締結部材を保持する保持部材と、を
備え、前記フレームは、前記保持部材が取付けられる被取付部を備え、前記保持部材には
、前記ヒューズの外面の少なくとも一部が嵌め入れられる嵌入凹部が形成されている。
　本構成によれば、締結部材を保持する保持部材が被取付部に取付けられ、外部の端子、
固定端子、及びヒューズの端子が締結部材で締結されると、固定端子はフレームに対して
固定されているため、外部の端子及びヒューズの端子の位置をフレームに対して固定する
ことができる。これにより、固定端子と外部の端子とを締結部材で締結する際に、ヒュー
ズの端子をフレームに対して固定することができるため、固定端子を締結する箇所とは異
なる箇所にヒューズを接続した場合におけるヒューズの端子のネジ留め作業を省略するこ
とが可能になる。よって、ヒューズの取付けのための作業工数を少なくすることが可能に
なる。
　また、嵌入凹部によりヒューズの位置を保持することができるため、ヒューズの取付け
の作業性を向上させることができる。
　本明細書に記載された電気接続箱は、ケースと、前記ケースに対して位置が固定される
樹脂製のフレームと、前記フレームに固定され、外部の端子と接続可能な固定端子と、前
記固定端子に重ねられる端子を有するヒューズと、前記外部の端子、前記固定端子及び前
記ヒューズの端子を締結するための締結部材と、前記締結部材を保持する保持部材と、を
備え、前記フレームは、前記保持部材が取付けられる被取付部を備え、前記保持部材は、
前記締結部材の軸方向と直交する方向から前記締結部材を挿通する挿通溝部が形成されて
いる。
　本構成によれば、締結部材を保持する保持部材が被取付部に取付けられ、外部の端子、
固定端子、及びヒューズの端子が締結部材で締結されると、固定端子はフレームに対して
固定されているため、外部の端子及びヒューズの端子の位置をフレームに対して固定する
ことができる。これにより、固定端子と外部の端子とを締結部材で締結する際に、ヒュー
ズの端子をフレームに対して固定することができるため、固定端子を締結する箇所とは異
なる箇所にヒューズを接続した場合におけるヒューズの端子のネジ留め作業を省略するこ
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とが可能になる。よって、ヒューズの取付けのための作業工数を少なくすることが可能に
なる。
　また、保持部材への締結部材の装着を容易に行うことができる。
【０００８】
　本明細書に記載された技術の実施態様としては以下の態様が好ましい。
【００１１】
　導電路を有し、電子部品が実装される回路基板と、前記固定端子を有して前記フレーム
を貫通する固定バスバーとを備え、前記固定バスバーは、前記回路基板の導電路に接続さ
れている。
　このようにすれば、固定バスバーを介して回路基板への電力の供給を行うことができる
とともに、フレームに対する回路基板の位置を固定することができる。
【００１２】
　前記ヒューズは、一対の端子を備えるとともに、前記一対の端子間に接続されて過電流
で溶断する溶断部と、前記溶断部を覆う外装部とを備え、前記外装部には、前記溶断部を
視認可能な視認部が形成され、前記被取付部は、前記視認部を露出させる視認孔が貫通形
成されている。
　このようにすれば、ヒューズの溶断の有無を視認孔から確認することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本明細書に記載された技術によれば、ヒューズの取付けのための作業工数を少なくする
ことが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施形態１の電気接続箱を示す斜視図
【図２】電気接続箱を示す平面図
【図３】図２のＡ－Ａ断面図
【図４】図２のＢ－Ｂ断面図
【図５】電気接続箱の分解斜視図
【図６】フレームユニットの分解斜視図
【図７】フレームユニットの分解右側面図
【図８】被取付部の近傍を拡大して示す底面図
【図９】図８に対して被取付部にヒューズが配置された状態を示す底面図
【図１０】フレームユニットを示す斜視図
【図１１】被取付部にボルト付き保持部材が取付けられた状態を示す断面図
【図１２】図９に対して被取付部にボルト付き保持部材が取付けられた状態を示す底面図
【図１３】ボルト付き保持部材を示す斜視図
【図１４】ボルト付き保持部材を示す平面図
【図１５】ボルト付き保持部材を示す右側面図
【図１６】ボルト付き保持部材を示す背面図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　＜実施形態１＞
　実施形態１を図１～図１６を参照しつつ説明する。
　電気接続箱１０は、例えば電気自動車やハイブリット自動車等の車両のバッテリ等の電
源とランプ等の車載電装品や駆動モータ等からなる負荷との間の電力供給経路に配され、
例えばＤＣ－ＤＣコンバータやインバータ等に用いることができる。以下では、Ｘ方向を
前方、Ｙ方向を左方、Ｚ方向を上方として説明する。
【００１６】
（電気接続箱１０）
　電気接続箱１０は、図３に示すように、ケース１１と、ケース１１に対して固定される
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フレームユニット２０とを備える。
（ケース１１）
　ケース１１は、シールドカバー１２と放熱部材１８とからなる。シールドカバー１２は
、アルミニウム、アルミニウム合金、鉄等からなる薄肉の板状の金属に打ち抜き加工及び
曲げ加工を施して形成されており、図５に示すように、長方形状の天板部１３と、天板部
１３の周縁から下方に延びる周壁部１４とを備え、下端側が開口した形状となっている。
周壁部１４の下側は、段差状に拡径されてフレーム３０の外面を覆うフレームカバー部１
５とされている。フレームカバー部１５は、後述するフレーム３０の突出部３５Ａ，３５
Ｂをケース１１の外部に導出する切欠部１６Ａ，１６Ｂが長方形状に切り欠かれている。
放熱部材１８は、例えば、アルミダイカスト等で成形されるアルミニウム、アルミニウム
合金等の熱伝導性が高い金属類製であって、回路基板２１が載置される平坦な上面１８Ａ
を有し、下面側は複数の放熱フィン１９が櫛歯状に並んでいる。
【００１７】
（フレームユニット２０）
　フレームユニット２０は、ケース１１に嵌合してケース１１に対する位置が固定される
フレーム３０と、フレーム３０に固定される回路基板２１と、フレーム３０を貫通してフ
レーム３０に固定される複数の固定バスバー５０Ａ～５０Ｃと、固定バスバー５０Ａ，５
０Ｂ間に接続されるヒューズ６０と、一対のスタッドボルト８０（「締結部材」の一例）
が保持されたボルト付き保持部材６９と、を備える。
【００１８】
（回路基板２１）
　回路基板２１は、図６に示すように、絶縁板に銅箔等からなる導電路がプリント配線技
術により形成されたプリント基板２２と金属板材からなるバスバー２３とを重ねて構成さ
れており、図示しないＦＥＴ（Field Effect Transistor）等のスイッチング素子やコン
デンサ等の電子部品が実装されている。
【００１９】
（フレーム３０）
　フレーム３０は、絶縁性の合成樹脂製であって、シールドカバー１２の下縁部や放熱部
材１８の外周に沿う枠状の本体部３１と、シールドカバー１２の切欠部１６Ａ，１６Ｂを
通ってシールドカバー１２の外側に突出する突出部３５Ａ，３５Ｂとを備える。本体部３
１は、矩形の環状であって、所定の高さ及び厚みで帯状に延びており、本体部３１の上端
部には、シールドカバー１２の下端縁が嵌め込まれる嵌め込み溝３２が全周に亘って形成
されている。本体部３１の下端部には、外方にわずかに段差状に張り出し、放熱部材１８
の溝部１８Ｂに嵌め込まれる突条３３が全周に亘って形成されている。
【００２０】
　突出部３５Ａ，３５Ｂは、本体部３１の前面側に本体部３１と一体に形成されており、
固定端子５１Ａ～５１Ｃの位置に応じて上下面が切り欠かれてなる凹部３６を有し、凹部
３６内に配された固定端子５１Ａ～５１Ｃの上下両面が露出している。右側の突出部３５
Ａは、図８に示すように、ボルト付き保持部材６９が裏面側から装着される被取付部３７
を有する。被取付部３７は、ヒューズ６０の上方側に配される板状の隔壁３８と、左右の
側壁の外面に設けられ、保持部材７０の係止部７５が係止する被係止部４１とを有する。
【００２１】
　隔壁３８は、ヒューズ６０の外装部６３の上方に離間した位置に配され、長方形状の視
認孔４０が中心部に貫通形成されている。被係止部４１は、突出部３５Ａの側面から段差
状に突出し、下方に向けて傾斜状に突出寸法が小さくなる傾斜面を有する。
【００２２】
（固定バスバー５０Ａ～５０Ｃ）
　固定バスバー５０Ａ～５０Ｃは、銅、銅合金、アルミニウム、アルミニウム合金等の金
属からなり、図６に示すように、外部の端子Ｔと接続される固定端子５１Ａ～５１Ｃを有
する。固定バスバー５０Ａは、図３に示すように、屈曲された帯状に延びており、前方側
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が固定端子５１Ａとされ、後方側は、回路基板２１のバスバー２３から延びるバスバー端
子にネジ２４とナット２５でネジ留めされて接続される基板接続部５２とされ、固定端子
５１Ａと基板接続部５２の間は、フレーム３０に埋設される埋設部５３とされている。固
定端子５１Ａ～５１Ｃには、スタッドボルト８０の軸部８２が挿通される円形状の挿通孔
５４が貫通形成されている。固定バスバー５０Ａ～５０Ｃは、金属板材に打ち抜き加工及
び曲げ加工を施して形成されており、金型内に固定バスバー５０Ａ～５０Ｃを配したイン
サート成形によりフレーム３０と一体に形成される。
【００２３】
　外部の端子Ｔは、図１に示すように、電線Ｗ１～Ｗ３の端末部に取付けられる。外部の
端子Ｔは、例えば電線Ｗ１～Ｗ３が圧着されるバレル部を有し、図３に示すように、先端
部に設けられて固定端子５１Ａ～５１Ｃに重ねられる板状部ＴＡに、スタッドボルト８０
の軸部８２が挿通される円形状の挿通孔ＴＨが貫通形成されている。電線Ｗ１～Ｗ３は、
導体部の周囲に絶縁層が形成された被覆電線である。電線Ｗ１，Ｗ２は、例えば同相とす
ることができ、例えば共に入力側であって図示しない外部の電源側に接続される。一方、
電線Ｗ３は例えば出力側であって図示しない外部の機器に接続される。電線Ｗ１と電線Ｗ
２との間は、ヒューズ６０を介して電気的に接続される。
【００２４】
（ヒューズ６０）
　ヒューズ６０は、例えば電気自動車等に使用される定格電流及び溶断電流の大きい限流
ヒューズであって、図４に示すように、一対の端子６１と、一対の端子６１間に接続され
て過電流で溶断する溶断部６２と、溶断部６２を覆う絶縁性の合成樹脂製の外装部６３と
を備える。端子６１は、銅、銅合金、アルミニウム、アルミニウム合金等の板状の金属か
らなり、スタッドボルト８０の軸部８２を挿通可能な挿通孔６１Ａが貫通形成されている
。外装部６３には、溶断部６２を視認可能な視認部６４が形成されている。視認部６４は
、例えば透明な樹脂やガラスで形成することができる。溶断部６２の溶断の有無は、視認
部６４から被取付部３７の視認孔４０を介して上方側から視認することができる。
【００２５】
（ボルト付き保持部材６９）
　ボルト付き保持部材６９は、図１３に示すように、一対のスタッドボルト８０と、一対
のスタッドボルト８０を保持する絶縁性の合成樹脂製の保持部材７０とを備える。
【００２６】
（スタッドボルト８０）
　スタッドボルト８０は、頭部８１と、頭部８１と同軸に連なり、ネジ溝が形成された軸
部８２とを有する。頭部８１は、長方形の板状の挿通板部８４と、軸部８２に対して段差
状に拡径された円柱状の締結部８５とを備える。軸部８２にナット８３が螺合し、締結部
８５の上面とナット８３との間に、ヒューズ６０の端子６１、固定端子５１Ａ，５１Ｂ，
及び外部の端子Ｔが締結される。
【００２７】
（保持部材７０）
　保持部材７０は、スタッドボルト８０が保持される厚肉の板状の保持部７１と、被係止
部４１に係止する係止部７５とを備えている。保持部７１には、ヒューズ６０の外装部６
３が嵌め入れられる嵌入凹部７２と、締結部材の軸方向と直交する方向からスタッドボル
ト８０の挿通板部８４を挿通する挿通溝部７３が形成されている。嵌入凹部７２は、外装
部６３の形状に沿う形状に窪んでいる。
【００２８】
　挿通溝部７３は、直方体状に切り欠かれた凹部であって、スタッドボルト８０の挿通板
部８４が嵌め入れられるとスタッドボルト８０の回転が規制される。保持部材７０が被取
付部３７に取付けられると、挿通溝部７３の開口は、被取付部３７の内壁に覆われるため
、スタッドボルト８０の離脱が規制される。係止部７５は、係止孔７５Ａが貫通形成され
た枠状であって、上方側（先端側）が左右方向に撓み変形可能とされており、係止孔７５
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Ａの孔縁に被係止部４１の段差部が係止されることで保持部材７０の被取付部３７からの
離脱が規制される。係止部７５の基端部の外面には、作業者が指で掴むための滑り防止凸
部７６が複数本並んで形成されている。
【００２９】
　次に、ヒューズ６０の取付けについて説明する。
　保持部材７０の挿通溝部７３にスタッドボルト８０の挿通板部８４を挿通すると、スタ
ッドボルト８０が保持部材７０に保持されたボルト付き保持部材６９が形成される（図１
３）。そして、ヒューズ６０の一対の挿通孔６１Ａにスタッドボルト８０の軸部８２を挿
通すると、外装部６３が嵌入凹部７２に嵌め入れられる。なお、ヒューズ６０の挿通孔６
１Ａにスタッドボルト８０を挿通する前に、フレーム３０を裏返し、被取付部３７側にヒ
ューズ６０を配するようにしてもよい（図９参照）。そして、ボルト付き保持部材６９を
フレーム３０の被取付部３７に取付けると、一対の被係止部４１が一対の係止部７５に係
止される。
【００３０】
　これにより、図１１に示すように、係止部７５と被係止部４１とが接触した状態となる
が、このとき、固定端子５１Ａ，５１Ｂと、ヒューズ６０の一対の端子６１との間には、
クリアランスＣＬ１が形成されている。
　次に、電線Ｗ１～Ｗ３の端末部に取付けられた外部の端子Ｔを固定端子５１Ａ，５１Ｂ
に重ねてナット８３をスタッドボルト８０の軸部８２に螺合させて締結する。すると、ス
タッドボルト８０と共に保持部材７０が上方側に移動し、クリアランスＣＬ１がなくなる
。このとき、固定端子５１Ａ，５１Ｂと、ヒューズ６０の一対の端子６１とが接触すると
ともに、係止部７５と被係止部４１との間にクリアランスＣＬ２（ＣＬ２＝ＣＬ１）が形
成される（図４）。
【００３１】
　本実施形態の作用、効果について説明する。
　電気接続箱１０は、ケース１１と、ケース１１に対して位置が固定される合成樹脂製の
フレーム３０と、フレーム３０に固定され、外部の端子Ｔと接続可能な固定端子５１Ａ，
５１Ｂと、固定端子５１Ａ，５１Ｂに重ねられる端子６１を有するヒューズ６０と、外部
の端子Ｔ、固定端子５１Ａ，５１Ｂ及びヒューズ６０の端子６１を締結するためのスタッ
ドボルト８０（締結部材）と、スタッドボルト８０を保持する保持部材７０と、を備え、
フレーム３０は、保持部材７０が取付けられる被取付部３７を備える。
【００３２】
　本実施形態によれば、スタッドボルト８０を保持する保持部材７０が被取付部３７に取
付けられ、外部の端子Ｔ、固定端子５１Ａ，５１Ｂ、及びヒューズ６０の端子６１がスタ
ッドボルト８０及びナット８３で締結されると、固定端子５１Ａ，５１Ｂはフレーム３０
に対して固定されているため、外部の端子Ｔ及びヒューズ６０の端子６１の位置をフレー
ム３０に対して固定することができる。これにより、固定端子５１Ａ，５１Ｂと外部の端
子Ｔとをスタッドボルト８０及びナット８３で締結する際に、ヒューズ６０の端子６１を
フレーム３０に対して固定することができるため、固定端子５１Ａ，５１Ｂを締結する箇
所とは異なる箇所におけるヒューズ６０を接続した場合におけるヒューズ６０の端子６１
のネジ留め作業を省略することができる。よって、ヒューズ６０の取付けのための作業工
数を少なくすることが可能になる。
【００３３】
　また、保持部材７０は、被取付部３７に対して所定のクリアランスＣＬ１（ＣＬ２）の
範囲で当該保持部材７０を移動可能に係止する係止部７５を備える。
　このようにすれば、保持部材７０が所定のクリアランスＣＬ１（ＣＬ２）の範囲で移動
することで、フレーム３０の被取付部３７に保持部材７０の係止部７５を係止させて保持
部材７０を容易に仮保持させることができるとともに、この仮保持後にスタッドボルト８
０及びナット８３で締結することができるため、スタッドボルト８０及びナット８３によ
る締結時の作業性を向上させることが可能になる。
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【００３４】
　また、保持部材７０には、ヒューズ６０の外装部６３（外面の少なくとも一部）が嵌め
入れられる嵌入凹部７２が形成されている。
　このようにすれば、嵌入凹部７２によりヒューズ６０の位置を保持することができるた
め、ヒューズ６０の取付けの作業性を向上させることができる。
【００３５】
　また、保持部材７０は、上下方向（スタッドボルト８０の軸方向）と直交する方向から
スタッドボルト８０の挿通板部８４を挿通する挿通溝部７３が形成されている。
　このようにすれば、保持部材７０へのスタッドボルト８０の装着を容易に行うことがで
きる。
【００３６】
　また、導電路を有し、電子部品が実装される回路基板２１と、固定端子５１Ａ～５１Ｃ
を有してフレーム３０を貫通する固定バスバー５０Ａ～５０Ｃとを備え、固定バスバー５
０Ａ～５０Ｃは、回路基板２１の導電路に接続されている。
　このようにすれば、固定バスバー５０Ａ～５０Ｃを介して回路基板２１への電力の供給
を行うことができるとともに、フレーム３０に対する回路基板２１の位置を固定すること
ができる。

【００３７】
　また、ヒューズ６０は、一対の端子６１を備えるとともに、一対の端子６１間に接続さ
れて過電流で溶断する溶断部６２と、溶断部６２を覆う外装部６３とを備え、外装部６３
には、溶断部６２を視認可能な視認部６４が形成され、被取付部３７は、視認部６４を露
出させる視認孔４０が貫通形成されている。
　このようにすれば、ヒューズ６０の溶断の有無を視認孔４０から確認することができる
。
【００３８】
　＜他の実施形態＞
　本明細書に記載された技術は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定される
ものではなく、例えば次のような実施形態も本明細書に記載された技術の技術的範囲に含
まれる。
（１）スタッドボルト８０が保持部材７０に保持される構成としたが、締結部材としての
ナット８３を保持部材７０に保持してナット（締結部材）付き保持部材を形成し、このナ
ット８３に対してボルトで締結するようにしてもよい。
【００３９】
（２）固定バスバー５０Ａ～５０Ｃは、フレーム３０にインサート成形されている構成と
したが、これに限られず、種々の公知の固定方法でフレーム３０に固定される構成として
もよい。例えば、フレーム３０に圧入孔を設け、固定バスバー５０Ａ～５０Ｃがフレーム
３０の圧入孔に圧入される構成としてもよい。
【００４０】
（３）外部の端子Ｔは、電線Ｗ１～Ｗ３の端末部の端子としたが、これに限られない。例
えば外部の電源や機器等に接続されるバスバーの端部の端子としてもよい。
【符号の説明】
【００４１】
１０：　電気接続箱
１１：　ケース
２０：　フレームユニット
２１：　回路基板
３０：　フレーム
３７：　被取付部
４０：　視認孔
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５０Ａ～５０Ｃ：　固定バスバー
５１Ａ～５１Ｃ：　固定端子
６０：　ヒューズ
６１：　端子
６２：　溶断部
６３：　外装部
６４：　視認部
７０：　保持部材
７２：　嵌入凹部
７３：　挿通溝部
７５：　係止部
８０：　スタッドボルト（締結部材）
８３：　ナット
Ｔ：　外部の端子

【図１】 【図２】
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(11) JP 6477563 B2 2019.3.6
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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